
2025年度の事業報告書 

2025年5月20日～2026年4月30日まで 

 

 

2026.06.25(木) 

一般社団法人NatureLit Japan 

 

１ 事業の実施に関する事項 

（１）ユースの活動参画支援事業 

環境問題に関心のある若者が、社会的な文脈の中で行動を起こす機会を得ることを支援し、

実践力と社会的影響力のあるユース人材の育成を実施した。 

 

事業名 事業内容 

Green Future M

akers 2025 

Green Future Makers 2025を企画・運営した。環境問題に関する学びを

深めるとともに、参加者が自ら企画・発信・行動を行う実践的な機会を

提供した。世界環境の日に合わせてウェビナーを2日及びワークショッ

プを1日実施した。ウェビナーには両日ともに約340名が申込み、リアル

タイムでは230名が参加した。ワークショップには12名が参加した。ウ

ェビナーでは、気候変動、生物多様性及びプラスチック汚染をテーマに

、各分野の専門家による講演を実施し、生物多様性については代表理事

が担当した。また、ワークショップ後にフォローアップを実施し、3名

がISAPに登壇した。一連のプログラムについてのWebページも作成した

。 

 

（２）行動変容を促す参加型メディアの構築及び運営 

 共感層との信頼関係と学び合いの場の構築を目指し、参加型メディア「Compass」の立ち上

げに向けた検討を行った。環境活動の壁をなくすため、人と人を繋ぐ、国際と現場を繋ぐこと

ができるようなゆるいコミュニティのようなメディアを目指し、検討を実施した。 

 

事業名 事業内容 

参加型メディア 

(名称Compass)の

立ち上げと運営  

参加型メディア「Compass」のコンセプト及び運営方法について検討

を行ったが、年度内の立ち上げには至らず、次年度以降も継続して検

討することとした。 

国際情報の収集 環境教育、生物多様性、気候変動等に関する国内外の情報収集を行っ

た。IUCN世界自然保護会議（IUCN World Conservation Congress）に

参加し、生物多様性及び環境教育に関する国際動向の把握並びに国内

外の関係者とのネットワーク構築を行った。 

 

（３）実践支援型コンテンツ発信・コーチング事業 

環境分野のアクションを始めたい個人や団体に対し、実践的な情報や伴走支援を提供し、持

続的な行動変容を促すための基盤づくりを目的として、オウンドメディア「PathLight」を立ち

上げ、他団体とも協働し運営を実施した。また、PathLight内に掲載するコンテンツ作成のため

の取材や現地訪問、コーチングの無料モニターなどを実施した。 

 

事業名 事業内容 



オウンドメディア

「PathLight」の立

ち上げ及び運営 

2025年9月6日にオウンドメディア「PathLight」を公開した。合計17

本の記事を公開し環境活動への具体的なアクションにつながる情報発

信を行った。（内訳：How to記事12本、国際会議レポート2本、イベ

ント開催レポート3本を公開） 

記事制作に係る取

材及び現地訪問 

PathLight掲載記事の作成に向けて、愛媛県において現地視察及びイ

ンタビューを実施した。現地視察1件、環境活動の実践事例1件及び環

境分野で活躍する方へのインタビューを1件実施し、今後のコンテン

ツ制作に向けた情報収集を行った。 

コーチングの試行

実施 

環境分野での活動やキャリア形成に関する伴走支援の可能性を検討す

るため、無料モニターによるコーチングを3件実施した。 

セルフワーク集「

アクションレシピ

」の作成・公開 

環境問題に関心を持つ人が、自身の考えや関心を整理し、自分らしい

行動のあり方や次の一歩を考えるためのセルフワーク集「アクション

レシピ」を作成し、公開した。 

 

（4）生物多様性に関する情報発信・啓発イベント事業 

国際的な記念日やイベントにあわせた発信・対話・学びの機会を創出し、生物多様性への関

心と理解を広げる。 

 

事業名 事業内容 

「国際生物多様性

の日」オンライン

イベント 

「国際生物多様性の日」を記念したオンラインイベントを開催し、

生物多様性に関する学びと対話の機会を提供した。参加者は18名程

度であった。 

Xでのスペース企画 生物多様性に関するXスペースを1回開催した。アーカイブを含め700

回以上再生され、多くの人へ情報を届ける機会となった。 

ネイチャーポジテ

ィブナショナルフ

ォーラム分科会の

企画・運営 

「ネイチャーポジティブナショナルフォーラム～山・里・川・海で

の挑戦と協働～」において、分科会「行動変容を促すコミュニケー

ションの検討」を企画・運営した。講義及びパネルディスカッショ

ンを通じて行動変容につながるコミュニケーションについて考える

機会を提供した。35名程度が参加した。 

NatureLit Japan 1

周年記念イベント

「環境活動のはじ

めの一歩の踏み出

し方」 

NatureLit Japan設立1周年を記念したオンラインイベントを開催した

。これまでの活動を振り返るとともに、「環境活動のはじめの一歩

の踏み出し方」についてパネルディスカッションを実施した。また

、今後の展望について共有し、参加者との交流及び対話の機会を提

供した。18名程度が参加した。 

 

（5）外部団体からの委託事業 

外部団体からの委託を受け、環境分野における事業運営支援、情報発信及び企画運営業務を実

施した。 

 

事業名 事業内容 

気候変動 

SNS運用代行 

外部団体からの委託を受け、気候変動に関するSNS(XおよびInstagra

m)運用及び情報発信支援を実施した。 



環境分野における

事業運営支援業務 

外部の環境教育関係団体からの委託を受け、事業運営支援、情報整

理、企画運営補助等の業務を実施した。 

 

（6）会員制度の整備と管理運営 

 

事業名 事業内容 

会員制度の整備及

び運営 

無料メールマガジン会員制度を開始し、85名が登録した。メルマガ

は、コラムも含めて月に1回のペースで配信を行った。また、今後の

有料会員制度の導入に向けた検討及び準備を行った。 



２ 外部イベントへの登壇・メンバーの委員就任・展示など 

 

No 種別 日付 イベントタイトル 主催・共催等 備考 

1 ブース 

出展 

2025年 

7月6日 

すみだミズマチ 

七夕おりひめ祭り 

珊瑚の宮 環境活動及

びNatureLit 

Japanの活動

紹介ブース

を出展 

2 登壇 2025年 

7月29日 

ISAP2025「持続可能なアジ

ア太平洋に関する国際フォ

ーラム」 

インタラクティブ会合１「

環境・サステナビリティ分

野における、若者の意味あ

る参画に向けた協働の道筋

」 

公益財団法人地

球環境戦略研究

機関 

（IGES） 

代表理事が

登壇 

 

3 委員 

就任 

2025年 

8月8日 

Young Leaders Committee  

for 13th WEEC(YLC) 

World Environme

ntal Education 

Congress 

（WEEC） 

代表理事が

メンバーに

就任 

4 委員 

就任 

2025年 

8月20日 

令和7年度日中韓環境教育 

ネットワーク（TEEN） 

国内委員会 

環境省 

 
 

代表理事が

国内委員に

就任 

5 登壇 2025年 

9月11日 

新北2025国際青年気候論壇

（New Taipei City Interna

tional Youth Climate Foru

m） 

新北市政府 

環境保護局 

代表理事が

登壇 

6 出演 2025年 

9月25日 

「SDGsケーキその後」今崩

れに目を向ける時(YouTube) 

SDGs市民社会 

ネットワーク 

代表理事が

出演 

7 登壇 2025年 

10月13日 

IUCN World Conservation  

Congress（IUCN-WCC） 

「WEEC No Limits to Hope  

and 13WEEC 2026」 

WCC:Internation

al Union for  

Conservation of  

Nature（IUCN） 

セッション: 

WEEC Network 

代表理事が

登壇 

8 委員 

就任 

2025年 

11月26日 

 

IUCN Task Force on  

Nature-based Education 

IUCN Commission 

on Education an

d Communication

（CEC） 

代表理事が

メンバーに

就任 

 


